
もし や てんし

を有する模型火室を造り，定めら

れた規則にも とづいて行う投炭訓

練の動作をし、う。現在使用されて

いる依型火室には. 8620. 9600. 

D51 の言者形式があ り . D51 形式に

は焚口戸の 1m闘が手動式のものと

自動式のものとがあり . 8620.9600 2. I!.l ll1!火室

の形式には乙極ショベノレを. D 51 形式には乙極と閉店Eの両方が

使用されている。模型投炭を突施するにあたっては， 定められ

た投炭順序 ・ 時分 ・ 石炭盆を，定められた投段杯数で，火床を

形成しなければならず. 1 平商は 9- 10 杯の投炭で行い， 火床

の隠さは 1 J切. 2 期と区分されている。なお投民中はその動作

について， またその方法について常に獄視され， 投段終了とと

もに上詑の条件に照合して減点されてその成献が算出される。

俊|刻助士見習および助士は後型投炭により，投I足技量:を修得し

ている。

投』誌の~施にあたって形式別， 投政11色分， 投政批， 投炭杯数

を示すとつまの とおりである。

(野村正毅)

もし や てん しんき 模写電信俊 (~) facsimile telegraph 

fH図 ・ ill跡等を電気通信方式により遠隔の地に伝送し ， これ

をそのままの形で再 侠写f!tf[{機動作 U;tF.l!

現させる低信機。こ ま 話 ハ肘，
の機械の動作l京政は ~. .Jl¥ γ 
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~Iに示すように， ド ..，--jfI. 1一回ーーーは同町 d必主j-:liJ 町33L1〉レ酬何
ラムに巻かれた原稿 弛民どて。 ーま \ム入

A込 Y 恒 通'f ~'\)~~ 
に l 条の光を投射し 点齢7~ tz ￥ ~~ 

ぷVYGT 民Y 主:
ドラムを回転しなが /~ 長 やJ /叫Y 会

1 相

ら光を刺l方向に移動 一

してい くと ，移

動する原稿の黒

の部分と自の部

分で反射光の強

さが異なる。こ

の光を111流変化

に変える光111変

換部に入れると

1 枚の原稿をあ

る l時間における

m流変化にする

ことができる。

この変 化電洗

nH函也統)を増

幅 し別の仮置/j波

(挺t送波)で変調 1. I!.l写 f!t伯送信機

して送り出す。受信所ではこれを受けJ\Y/刺し ， もとの告回電流

に再生(検証10 する。印写機rtliは送信所のものと 全く 同一に回転

するドラムに特殊の受信紙(電極を受信紙にあて111圧を加える

と放電あるいは化学作用を起して黒くなる用紙)を巻き，電極

をij4hブ'jl古jに送信所で行った光の移動と同一速度で移動し，これ

に検波された自画電流を与えると逐次送信原稿と同様のものが

再現する。送信

原稿を光の移動

によ っ て分解し

r l 

てゆくことを走 / 品届震補 じ
査といい， ドラ

ムの回転を速 く

勤h方向の移動を

少しずつ行えば，

稿はより

に分解すること

ができる。談写

電信の峨合普通

1mm 仰に対し

て3-5本である。

模写11Ì信機は

現今数多くの会

社で製作されて

おり ， その構造

および性能はそ

れぞれ!II.なるが，

送信方式はすべ

て前述の光電変

換による方式が

採用されている。

受信方式は受信

紙を 1 枚 l 枚ド

ラムに巻き替え
ながら受信する . ,J 

ものと迎統繰w

するものがある。

模写電信で重

要なことは送信

と受信のドラム

回転が全く等し

くなければ画聞

がゆがむか， 受信不能

におちいる。このため

この機械の駆動は'&1(立

同期装置という厳格に

設計された電源装i置か

ら， 同期電動機をもっ

て行われる(写其-5) 。

ただし同-mtl'm:系の電

源を有する相互間に設

備される場合は，同Jt!J

電動|畿により同一回転

を保つことができるの

で， この設備の必姿は

ない。国鉄では!l!.在東

京 ・ 門司間および東京

電務l哀を中心とした様

写電般機が設備されて

2 模写f!îií言受Ii1 I畿

3 簡易篠写電信送信峨

〈す

いる。前者は文EI?の伝 4. 簡易自民写電信受信峨

ε‘ 

送や災'iJJ時の報告空宇に活用され後者は簡易依写f11信機と いわれ，

送信:および受信が紙テープにより行われるもので， 一斉通報の

電報の伝送に使用されている。今後模写電信設備は広範に設備
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